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令和３年4月23日発行

こども園入園式
広野こども園に
１歳から５歳までの
元気な21人の園児が
入園しました。

ひ
ろ
の
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い
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注

目

事

業

注

目

事

業

　

町
は
放
射
線
に
つ
い
て
、

調
査
す
べ
き
も
の
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
町
民
に
対
す

る
姿
勢
と
し
て
間
違
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
に
つ
い

て
は
、
先
が
見
え
な
い
の

な
ら
終
わ
り
に
す
る
方
針

を
は
っ
き
り
と
出
し
て
予

算
を
計
上
す
る
べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
、
母
子
や
そ
の

他
に
対
す
る
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
手
当
が
あ
る
の
に
、

避
難
者
に
対
し
て
は
ま
っ

た
く
な
く
、
避
難
者
を
差

別
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
イ
ノ
シ
シ
の

駆
除
に
つ
い
て
は
、
経
済

的
な
損
失
の
た
め
に
命
を

奪
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
動
物
差
別

で
す
。

　

以
上
の
４
つ
の
理
由
か

ら
今
回
の
予
算
案
に
反
対

し
ま
す
。

町民の親睦と融和を深めるため町民号が実施されます。
日帰りの行程になります。

※写真はワクチン保管用冷凍庫

町民号を運行

タクシー利用料助成

住宅用地取得支援

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
継
続

189
万円

612
万円

4,540
万円

１億
1,495
万円

3,000
万円

　駅東側で進めている若者や子育て世代向け住宅団地
の土地購入対象者に300万円の補助金を交付します。

　

町
民
全
員
と
町
内
事
業
所
就
労
者
が
購
入
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

学校給食無償化

1,727
万円

　児童・生徒の学校給食を支援し、労作教育
および食育を推進します。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
し
、町
民
の
不
安
の
軽
減
と

ま
ん
延
予
防
に
努
め
ま
す
。

８対１　令和３年度予算可決！

注目事業クローズアップ

　75歳以上の高齢者や運転免許返納者、障がい者の方
などを対象にタクシー利用料の一部を助成します。

　令和３年第１回定例会を３月11日から18日までの会期で開き、提出された議案をすべて可決

しました。

　新年度予算は、一般会計予算は８対１で、６つの特別会計予算は全会一致で可決しました。

　注目の事業を一部紹介します。

町
民
へ
姿
勢
正
せ

阿
部 

憲
一 
議
員

一般会計
反対討論
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３

月

定

例

会

３

月

定

例

会

令和３年度各会計当初予算額

町税
21億8269万円
（39％）

使用料等
9245万円（2％）

国庫支出金
5億2791万円
（10％）

繰入金
11億968万円
（20％）

県支出金
10億5415万円
（19％）

譲与税等
5億6594万円
（10％）

歳入
（収入）

55億3284万円 固定資産税

などの税金

基金などから

繰り入れるお金

住宅使用料・

保育認定負担金など

特定の事業に使う

補助金など

行政の格差をなくすために

国が交付する地方交付税など

総務費
13億5095万円

（24％）

民生費
8億3580万円

（15％）

商工費
1億6302万円（3％）

土木費
9億7058万円

（18％）

衛生費
7億5674万円

（14％）

公債費2億1571万円（4％）

教育費
4億3328万円

（8％）
消防費

1億9437万円
（4％）

議会費 
6919万円（0.7％）

その他 
2831万円（0.3％）

歳出
（支出）

55億3284万円

農林水産業費
5億1488万円

（9％）

議会運営
など

人件費・役場の
財産管理など

社会福祉・介護・

認定こども園など

保健事業・
仮置場原形復旧など

農業・林業・
水産業の振興

など

商工業振興
など

道路・橋の
建設など

消防・防災
対策など

教育・スポーツ
施設の充実など

予備費・
労働費など

借りたお金
の返済など

会　　計　　名 令和３年度 前年度比

一　般　会　計 55億3284万円 10.0%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 8億1548万円 8.2%

土 地 開 発 事 業 1億5231万円 102.9%

公 共 下 水 道 事 業 2億1279万円 12.4%

農業集落排水事業 3964万円 19.4%

介 護 保 険 6億6329万円 12.9%

後 期 高 齢 者 医 療 2144万円 12.0%

合　　計 74億3779万円 7.9%

55億328４千円

87億9357万円

60億7028万円

47億6595万円 50億2989万円

令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
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56

91

72

111

70

99

令和３年度平成29年度

（万円）

平成30年度 令和元年度 令和２年度

基金・積立（町の貯金）
町民１人当たりの貯金

地方債（町の借金）
町民１人当たりの借金

過去５年間の

一般会計歳出

予算の推移

町民1人当たりの

町の貯金と借金 ※算定基礎数値

基金現在高：

　　42億8627万円

地方債現在高：

　　26億2243万円

４月１日の人口：

　　　　　4698人

　令和３年度一般会計予算は、サッカー国際人育成プログラム支援事業、広野駅構内エレベーター

設置事業、除染対策における仮置き場の原形復旧事業、土砂採取区域災害対策事業の実施により、

55億3284万円と昨年度に比べ約10％の増となりました。

　歳入は、国県支出金が増加していますが、固定資産税等が減少傾向にあり、財政は依然厳しい状

況にあり、財政調整基金などからの繰り入れにより財源の確保をしています。

　歳出面では、前年度に引き続き復興・創生への取り組みを最優先とした財源の重点的配分に努め

た予算編成となっています。

令和3年度 予算の概要
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３

月

定

例

会

３

月

定

例

会

花ぶさ苑(下北迫)

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

第1回

定例会

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一　般　会　計 ▲ 3億7349万円 57 億 0038 万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ▲ 1億3972万円 7 億 9642 万円

土 地 開 発 事 業 ▲ 4272万円 1 億 2350 万円

公 共 下 水 道 事 業 ▲ 522万円 2 億 5164 万円

農業集落排水事業 ▲ 128万円 5232 万円

介 護 保 険 ▲ 2157万円 6 億 2545 万円

後 期 高 齢 者 医 療 79万円 2219 万円

合　　計 ▲ 5億8479万円 75 億 7190 万円

主な内容
　●広野駅周辺整備事業　　　　　　　　　　　　 (▲１億4094万円)
　●プレミアム付き商品券事業　　　　　　　　　　   ( ▲ 5672 万円 )
　●新型コロナウイルス感染症経済対策事業　　　      (▲2994万円)

不用額を大幅に減額
　今回の補正は、主に予算確定等による最終調整の大幅な減額でした。
　これにより、一般会計は歳入歳出それぞれ３億7349万円減額され、
総額で57億38万円となりました。

３月補正予算

議案第８号	 広野町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

　　　　　	 （マイナンバーカードを使ってコンビニなどで印鑑登録証明書を取得できるように改正）

議案第13号	 広野町税条例の一部を改正する条例

　　　　　	 （令和４年度以降の軽自動車税の納期限を変更するための改正）

議案第15号	 広野町手数料徴収条例の一部を改正する条例

　　　　　	 （マイナンバーカードを使ってコンビニなどで住民票の写しなどを取得する際の手数料を定める改正）

発議第１号	 広野町議会会議規則の一部を改正する規則

　　　　　	 （標準町村議会会議規則改正にともなう会議欠席事由等の改正）

　※その他の可決案件はＰ20に記載しています。

主な可決案件

折
返
水
路
改
修
工
事
の
変
更

指
定
管
理
者
決
ま
る　

想
定
よ
り
も
地
盤
が
軟
弱
だ
っ
た
た
め
、
重
機
な
ど
の
作
業
の
た

め
に
敷
き
鉄
板
を
追
加
す
る
変
更
契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
の
名
称	

折
返
水
路
改
修
工
事

工
事
の
場
所	

下
北
迫
字
折
返
地
内

工　
　
　

期	

着
工　

令
和
２
年
10
月
13
日

　
　
　
　
　

	

完
成　

令
和
３
年
３
月
31
日 

工
事
代
金	

５
２
，
８
０
０
，
０
０
０
円
を

		


５
６
，
２
５
９
，
５
０
０
円
に
変
更

請
負
事
業
者	

株
式
会
社
金
村
組

各被災者支援措置が継続に
　国民健康保険と介護保険の窓口負担や、保険税（料）は上位所得者を除き、減免措置が

令和３年度も継続されることとなり、「広野町原子力災害による被災者に対する令和３年

度における国民健康保険税等の減免に関する条例」の制定を可決しました。

　また、津波被災者の住宅再建支援も延長されることとなり、それにともなって「広野町

津波被災住宅再建支援基金条例の一部を改正する条例」を可決しました。

　

町
は
、
令
和
３
年
４
月

以
降
の
事
業
継
続
を
断
念

し
た
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑
」
を
入

所
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、

譲
渡
を
受
け
、
公
設
民
営

の
手
法
に
よ
り
、
事
業
を

継
承
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

町
が
実
施
し
た
公
募
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
社
会
福

祉
法
人
光
美
会
か
ら
応
募

が
あ
り
、
指
定
管
理
者
と

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

施
設
の
名
称

　

広
野
町
特
別
養
護
老
人

　

ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

い
わ
き
市
内
郷
高
野
町

五
合
田
36
番
地
1

　

社
会
福
祉
法
人
光
美
会

　

理
事
長　

常
盤　

峻
士

指
定
の
期
間

　

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら

　

令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料

　

・
令
和
3
年
度

　
　

６
５
０
０
万
円

　

・
令
和
４
年
度

　
　

５
０
０
万
円

　

・
令
和
５
年
度

　
　

５
０
０
万
円

花
ぶ
さ
苑
の
事
業
を
継
承

大きくなった折返水路(下北迫)
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３

月

定

例

会

３

月

定

例

会費
用
対
効
果
を
検
討
し

効
率
的
な
財
政
運
営
を

　
3
月
定
例
会
質
疑
で
は
、
事
業

の
費
用
対
効
果
や
、
効
率
的
で
長

期
持
続
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
の
措
置
な
ど
、
議
員
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
や
指
摘
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

３月定
例会

質疑

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
の
委
託
費
が
大
幅

に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
要
因
は
何
で
す
か
。

　警戒パトロールの費用が大きく減額されていますが、主な要因は
何ですか。

　

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た

二
ツ
沼
総
合
公
園
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
広
野
町
振

興
公
社
の
第
７
回
取
締
役

会
の
資
料
を
見
た
と
こ
ろ
、

平
成
31
年
度
か
ら
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
で

約
６
４
５
万
円
の
利
益
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
利
益
は
町
の
方
に

返
納
す
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

折
返
線
道
路
改
良
舗
装

工
事
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
数
が
少
な
い
こ
と
や
地

形
等
の
条
件
に
照
ら
し
て

費
用
対
効
果
が
低
い
と
思

い
ま
す
が
、
工
事
の
目
的
、

直
接
的
受
益
者
戸
数
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
へ
適

切
に
説
明
を
し
て
い
ま
す

か
。

　

当
初
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
部
数
に

つ
い
て
は
３
万
セ
ッ
ト
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
て
２
万
セ
ッ
ト
に
見
直

し
て
事
業
を
展
開
し
た
た

め
、
業
務
運
営
委
託
料
に

つ
い
て
も
見
込
ん
で
い
た

額
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。

　町内での安心安全な生活と、更なる町民の帰還促進を図るため、

復興庁の補助金を活用し、警備業法に基づく認定された事業者で警

戒パトロールの業務を委託する予定だったため、元年度に比べて大

幅な増額となりました。

　しかし、復興庁より過大な事業内容ではないかとの指摘があり、

それまで行っていた事業内容によって委託することになったことが

減額の要因になりました。

　

振
興
公
社
独
自
で
事
業

を
行
っ
て
売
り
上
げ
を
上

げ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。

　

当
然
、
指
定
管
理
料
の

削
減
に
つ
い
て
検
討
す
べ

き
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
企
業
の
や

る
気
を
そ
が
な
い
よ
う
な

形
を
担
保
し
つ
つ
、
今
後

の
指
定
管
理
料
等
も
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

折
返
線
周
辺
に
は
、
10

戸
前
後
の
家
屋
、
20
人
ほ

ど
の
住
民
の
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。

　

消
防
車
や
救
急
車
な
ど

の
緊
急
車
両
が
進
入
で
き

な
い
事
案
が
あ
っ
た
こ
と
、

緊
急
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
を
想
定
し
、
住
民

の
命
を
守
る
た
め
の
道
路

を
作
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

地
区
の
説
明
会
を
行
い
、

十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

門
馬 

巧 

議
員

門馬 巧 議員

門
馬 

巧 

議
員

門
馬 

巧 

議
員

猪
狩
産
業
振
興
課
長

猪狩産業振興課長
小
松
復
興
企
画
課
長

遠
藤
町
長

林
総
務
課
長

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
減
額
要
因
は

警戒パトロールの減額要因は
振
興
公
社
の
利
益
還
元
を

折
返
線
工
事
の
効
果
あ
る
か

青いランプのパトロール車両(下北迫)国道６号との接点(下北迫)

パークゴルフでにぎわう二ツ沼公園(下北迫)
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告
　

令
和
３
年
４
月
か
ら
の

福
島
で
の
活
動
再
開
に
よ

る
経
過
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ

ミ
ー
福
島
新
中
学
１
年
生

入
校
生
選
考
試
験
結
果
、

受
入
体
制
構
築
に
係
る
工

事
等
の
状
況
、
広
野
町
サ

ポ
ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
再

開
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
も
あ
り
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
か
ら

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

係
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
実

施
を
希
望
し
な
い
意
向
で

あ
る
旨
、
資
料
に
よ
り
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

未
来
の
か
け
橋
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
設
置
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
委
託
施
工
す

る
駅
構
内
の
跨
線
橋
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事
の

実
施
設
計
が
完
了
し
、
現

在
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
本
工

事
の
安
全
管
理
や
工
事
を

委
託
す
る
工
事
協
定
に
向

け
て
協
議
中
と
の
説
明
で

し
た
。

　

高
等
学
術
機
関
の
誘
致
、

研
究
機
関
等
と
の
連
携
・

協
議
に
つ
い
て
は
、
協
定

の
締
結
は
完
了
し
、
現
在

は
協
議
お
よ
び
準
備
中
と

の
説
明
で
し
た
。

　

住
宅
地
開
発
に
つ
い
て

は
、
造
成
に
適
さ
な
い
盛

り
土
材
の
撤
去
が
完
了

し
、
現
在
は
開
発
許
可
申

請
の
事
務
を
進
め
て
い
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
造
成
工
事
が

遅
れ
、
令
和
３
年
度
中
の

完
成
、
令
和
４
年
度
春
の

販
売
開
始
を
念
頭
と
し
て

補
助
金
等
の
検
討
を
進
め

て
い
く
と
の
説
明
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
撤
去
し

た
盛
り
土
材
か
ら
基
準
値

を
超
え
る
フ
ッ
素
が
検
出

さ
れ
た
こ
と
が
委
員
会
で

説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
抗
議
す
る
意
見
が

出
さ
れ
、
処
分
方
法
等
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
販
売
す
る
際
は

個
人
住
宅
と
し
て
限
定
す

る
こ
と
、
町
内
に
住
む
若

年
者
も
対
象
と
な
る
補
助

金
や
魅
力
あ
る
施
策
の
検

討
に
つ
い
て
意
見
や
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
フ
ッ
素
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
対
応

を
反
省
し
今
後
は
議
会
と

問
題
を
共
有
し
、
処
分
を

実
施
す
る
県
の
対
応
が
確

定
し
た
際
に
は
報
告
を
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

販
売
に
係
る
意
見
や
質

疑
に
つ
い
て
は
、
出
さ
れ

た
意
見
を
参
考
に
、
人
口

増
を
目
指
し
て
補
助
要
綱

の
作
成
等
を
進
め
て
い
く

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

２月15日（月）
総務文教常任委員会
調査件名
●広野駅東側開発について

●ＪＦＡアカデミー福島への取り組みについて

Ｊ
総務文教

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

い
よ
い
よ
福
島
で
活
動
再
開

広
総務文教

野
駅
東
側
開
発

魅
力
あ
る
施
策
を

新
産
業
厚
生

型コロナウイルス対策
ワクチン接種に向け万全に

　各委員からの質疑に対して町より、低温冷蔵庫につ

いては補助金を活用して保健センターに設置し、ワク

チン予防接種のスケジュールについては基礎疾患を有

する方を約200人と想定して、※４月１日から開始で

きれば基礎疾患を有する方については、６月末までに

１回目の接種は終了すると考えているが、国の指示に

従いスケジュールを立てていくこと、土日祝日の予防

接種についてはスタッフの確保が難しい医療機関もあ

るが改めて相談していくこと、接種後の経過観察を15

分以上行うよう国からの通達もあることから、町民に

も周知し医療機関に協力をいただく予定であること、

ワクチン接種による健康被害が生じた場合については、

予防接種法に基づき救済給付を行うこと、医療機関で

のシミュレーションを町も参加して行いたいと考えて

いることなど説明がありました。

※現在調整中 森林整備で出た木材(上浅見川)

　

委
員
か
ら
の
農
業
振
興

に
関
す
る
質
疑
に
対
し
て
、

町
よ
り
、
カ
メ
ム
シ
防
除

に
つ
い
て
は
普
及
所
や
農

協
と
連
携
し
指
導
を
行
っ

て
い
く
こ
と
、
有
機
栽
培

支
援
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
た
い
こ
と
、

農
産
物
加
工
施
設
の
運
営

及
び
使
用
料
に
つ
い
て
は

３
月
か
ら
有
償
で
の
貸
出

し
を
考
え
て
お
り
、
町
の

農
業
振
興
に
つ
な
が
る
場

合
に
は
事
業
所
へ
の
貸
出

し
も
考
え
て
い
る
こ
と
、

新
規
農
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
町
が
研
修
機
関

と
な
っ
て
研
修
先
を
斡
旋

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
、
玉
ね
ぎ
産
地

計
画
の
面
積
に
つ
い
て
は

南
相
馬
か
ら
広
野
町
ま
で

約
20 

ha
の
計
画
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
中
間
管
理
事
業
の

活
用
に
よ
り
協
力
金
等
も

得
ら
れ
る
た
め
町
も
積
極

的
に
関
与
し
推
進
し
た
い

こ
と
、
新
た
な
営
農
や
作

付
け
規
模
拡
大
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
４
分
の
３

事
業
の
制
度
が
該
当
す
る

こ
と
、
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
農
業
経
営
を
育
成
す

る
農
業
構
造
に
つ
い
て
は

国
や
県
が
後
継
者
お
よ
び

担
い
手
づ
く
り
の
制
度
を

メ
イ
ン
に
進
め
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
の

質
疑
に
対
し
て
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
実
績
は
総

額
約
４
０
０
万
円
で
あ
る

こ
と
、
森
林
再
生
事
業
で

出
た
伐
採
木
材
の
収
入
及

び
伐
採
跡
地
の
植
林
に
つ

い
て
は
、
町
有
地
か
ら
木

材
が
出
た
場
合
に
は
町
の

収
入
と
な
り
、
植
林
等
は

水
源
を
守
り
、
森
林
を
守

る
た
め
今
後
事
業
を
構
築

し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

農
産業厚生

林
業
振
興

水
源
守
る
森
林
整
備
を

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

２月16日（火）
産業厚生常任委員会
調査件名
●農林業の振興について

●新型コロナウイルス感染症

　対策について

Ｊヴィレッジで開かれた入校式
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁
がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

一般質問は、行政全般にわたって執行機
関に疑問点をただし、説明を求めたり所
信を問いただすものです。

令和２年12月定例会での一般質問

畑中 大子 議員

　住民懇談会の場で複数の方から、ふたば未来
学園の近くの道路の夜間照明が少なく危険なた
め街路灯などを増やすべきという意見が出てい
ました。
　街路灯や防犯カメラの設置をするべきではあ
りませんか。

街路灯や防犯カメラの設置を

　ふるさと農道については、ふたば未来学園
サッカーグラウンドの新設に伴い、生徒の安
全を確保するため、町道苗代替線との交差点
からサッカーグラウンドへの区間に防犯灯を
令和２年12月中に６基設置する予定です。

ふるさと農道に防犯灯設置

畑中大子　P13
●福島第一第二原発の被害等報告の対応について
●役場の雇用状況について
●双葉郡内医療体制を強化することについて
●大学生、単身子育て世帯の支援について

門馬まりえ　P14
●コロナワクチン接種時の高齢者の移動手段につ
いて

●ゼロカーボンシティ宣言について

北郷伯弘　P15
●子どもたちの通学時の安全性について
●広野駅周辺の整備について

渡邉正俊　P16
●生活再建支援の今後について
●箒平地区の振興について
●消火器設置振興について
●放射線対策について

小磯利雄　P17
●令和３年度施政方針について

阿部憲一　P18
●被曝死の現実について
●原発の推進につながる「ゼロカーボンシティ
宣言」について

●避難者への差別の是正について

６人の議員が

町政を問う

　完成したサッカーグラウンド周辺に防犯灯
が設置され、真っ暗だった道が明るくなりま
した。

道路が明るくなりました

ふるさと農道(下北迫)
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一

般

質

問

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
児

童
扶
養
手
当
支
給
対
象
者

に
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
」
を
１
世
帯

10
万
円
、
２
人
以
上
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
に
つ
い

て
は
１
人
に
つ
き
６
万
円

を
上
乗
せ
し
給
付
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
収
入
が
減
少
し
た
世

帯
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

５
万
円
を
追
加
給
付
し
て

い
ま
す
。

　

単
身
子
育
て
世
帯
の
方

な
ど
経
済
的
困
窮
者
へ
の

支
援
と
し
て
は
、
こ
ど
も

園
に
お
け
る
保
育
料
や
給

食
費
の
免
除
、
児
童
館
使

用
料
の
免
除
、
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
へ
の
学
用
品

費
や
給
食
費
等
の
就
学
援

助
、
高
校
生
へ
の
育
英
奨

学
資
金
給
与
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

　

大
学
生
や
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
経
済
的
困
窮
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト

や
仕
事
を
失
い
拍
車
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
や
単
身
子
育
て

し
て
い
る
人
の
生
活
・
収

入
状
況
を
把
握
し
て
、
町

が
支
援
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

畑
中

　

大
学
生
に
対
し
て
は
奨

学
資
金
貸
与
の
支
援
、
単

身
子
育
て
世
帯
の
方
に
は

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
、

町
長 学

生
・
ひ
と
り
親

役
場
職
員

原
発
の
状
況

状
況
把
握
と
経
済
支
援
を

町
長
／
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る

　

広
野
町
役
場
職
員
、
臨

時
職
員
の
男
女
別
の
人
数

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
女
性
の
管

理
職
は
何
人
い
ま
す
か
。

職
員
配
置
に
希
望
す
る
意

見
は
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　

２
月
13
日
の
福
島
県
沖

地
震
の
１
週
間
後
に
第
一

原
発
１
号
機
３
号
機
の
格

納
容
器
内
の
水
位
が
下
が

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
こ
と
、
３
号
機
の
壊
れ

た
地
震
計
２
基
を
長
く
放

置
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
東
電
の
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
へ
の
報

告
は
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中

畑
中

　

正
職
員
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
再
任
用
職
員
及
び
町
の

任
期
付
職
員
を
合
わ
せ
た

人
数
で
、
男
56
人
、
女
30

人
で
す
。

　

臨
時
職
員
は
、
男
12
人
、

女
29
人
で
す
。

　

原
子
炉
格
納
容
器
の
水

位
低
下
に
つ
い
て
は
、
２

月
19
日
17
時
31
分
に
通
報

連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
３

号
機
原
子
炉
建
屋
に
設
置

し
た
地
震
計
の
故
障
に
つ

い
て
、
２
月
26
日
10
時
34

分
に
通
報
連
絡
を
受
け
ま

し
た
。

町
長

町
長

女
性
管
理
職
の
登
用
は

町
長
／
課
長
補
佐
に
５
人
登
用

災
害
時
の
町
へ
の
連
絡
は

町
長
／
通
報
連
絡
来
て
い
る

　

女
性
の
管
理
職
は
、
課

長
補
佐
が
５
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
希
望
の
自
己
申
告
、

管
理
課
長
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
意
見
を
尊
重
し

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

強化に向けて働きかけを
町長／引き続き強く要望

　ふたば医療センターに救急搬送さ
れても、治療に対応できる医師がい

ない場合が多いようです。
　医療体制の強化について、県や国に働きかけ
るべきではないですか。

　令和２年７月に、県知事に対して双
葉地方町村会、双葉地方町村議会議長

会より医療提供体制の再構築を要望しました。
　町は歯科、泌尿器科、整形外科等の診療科目の
設置や透析医療の提供等、きめ細やかな体制づく
りを引き続き強く要望していきます。

医療体制

畑中

町長
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一

般

質

問

一

般

質

問

門
もん

馬
ま

 まりえ 議員北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

門
馬

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
の

高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し

て
、
自
家
用
車
、
町
民
バ

ス
、
社
協
の
外
出
支
援
事

業
の
活
用
の
他
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
で
の
対
応
を

行
う
準
備
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
行
い
ま

す
か
。

　

ま
た
、
広
野
町
に
住
所

が
あ
り
町
外
の
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
方
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。

北
郷

　

富
岡
地
区
交
通
安
全
協

会
の
広
野
分
会
や
、
防
犯

指
導
隊
広
野
分
隊
の
皆
さ

ん
に
よ
る
交
通
立
哨
を
始

め
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

に
よ
る
見
守
り
等
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
登
下
校

中
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
図
る
た
め
、
新

年
度
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す

か
。

北
郷

　

町
で
は
震
災
以
降
、
広

野
駅
東
側
開
発
整
備
や
第

１
期
事
業
と
し
て
産
業
団

地
を
造
成
し
、
広
野
み
ら

い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ

ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
広
野
な
ど

が
出
来
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
第
２
期
事
業

と
し
て
住
宅
用
地
造
成
事

業
や
、
広
野
駅
構
内
及
び

未
来
の
か
け
橋
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
も
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
町
民

や
ふ
た
ば
未
来
学
園
の
生

徒
達
が
利
用
し
て
い
る
駅

前
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　

65
歳
以
上
の
方
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
等
の
規
定

に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方
、
運

転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た

方
を
対
象
者
と
し
て
、
電

話
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
受
付
の
際
に
タ
ク
シ
ー

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
請
で
、
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
券
を
交
付
し
ま

す
。

　

施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
住
民
基
本
台
帳
の
登

録
が
あ
る
す
べ
て
の
方
に

接
種
券
を
送
付
し
、
施
設

の
嘱
託
医
が
巡
回
等
に
よ

り
入
所
者
に
接
種
を
行
っ

て
、
接
種
券
を
発
行
し
た

自
治
体
に
対
し
て
、
嘱
託

医
が
所
属
す
る
医
療
機
関

が
国
保
連
合
会
を
通
じ
て

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

町
長

　

駅
西
側
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
車
い
す
の

方
も
利
用
で
き
る
多
目
的

ト
イ
レ
を
新
設
し
、
令
和

３
年
度
は
未
来
の
か
け
橋
、

令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度

町
長

　

学
校
を
中
心
と
し
た
半

径
２
㎞
の
定
義
に
基
づ
く

徒
歩
通
学
を
継
続
し
、
児

童
生
徒
の
徒
歩
通
学
の
安

全
管
理
体
制
を
、
各
機
関

と
連
携
し
て
、
学
校
並
び

に
保
護
者
の
理
解
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心

に
徒
歩
通
学
で
き
る
万
全

な
交
通
安
全
管
理
体
制
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
３
年
２
月
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
喚
起

を
促
す
、「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
」
を
新
た
に
13
カ
所
設

け
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
は
、
登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
午
前
７

時
か
ら
８
時
、
午
後
３
時

以
降
８
時
ま
で
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
こ
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
を
創

設
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券

登
下
校

駅
周
辺

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
は

町
長
／
電
話
受
付
時
に
申
請
受
け
る

新
年
度
の
交
通
安
全
見
守
り
は

町
長
／
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
を
創
設

今
後
の
整
備
方
針
は

町
長
／
利
便
性
向
上
に
取
り
組
む

　

脱
炭
素
技
術
の
開
発
促

進
、
経
済
的
な
合
理
性
、

国
な
ど
の
政
策
と
の
整
合

性
を
踏
ま
え
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
相
互
補

完
を
成
し
得
な
が
ら
、
火

力
発
電
所
の
持
続
可
能
な

将
来
像
を
事
業
者
で
あ
る

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
描

い
て
い
く
と
の
こ
と
で
す

が
、
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
と
な
る
新
た
な
10
年

に
向
け
、
火
力
発
電
を
有

す
る
自
治
体
と
し
て
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」
へ

の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

門
馬

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
世

界
の
潮
流
と
な
っ
た
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
の
実
現
に
は
、

町
民
や
広
野
火
力
発
電
所

の
事
業
者
で
あ
る(

株)

Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
事
業
所
と
一
体
と
な

り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

徹
底
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
、

二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
再

利
用
な
ど
の
技
術
開
発
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

町
長

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

新
た
な
10
年
の
展
望
は

町
長
／
豊
か
な
自
然
、
き
れ
い
な
水
残
す

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

有
識
者
や
事
業
者
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
行
い
、
短
期
目

標
、
中
・
長
期
目
標
を
示

し
、
将
来
世
代
に
豊
か
な

自
然
と
里
山
、
き
れ
い
な

水
を
守
り
残
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
環
境
省
や
経

済
産
業
省
と
連
携
を
図
り
、

町
民
、
各
事
業
者
と
一
丸

と
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
強
力
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

に
か
け
て
駅
構
内
の
こ
線

橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

駅
舎
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
が
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
駅
構
内
及
び

未
来
の
か
け
橋
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
工
事
が
終
了

し
て
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

水
戸
支
社
と
協
議
を
行
い
、

実
施
設
計
か
ら
建
設
工
事

に
移
行
し
て
行
く
予
定
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
が
す
べ

て
終
了
し
た
時
点
で
、
駅

西
側
の
駅
前
広
場
に
着
手

し
、
安
全
の
た
め
の
歩
車

道
分
離
型
ロ
ー
タ
リ
ー
の

整
備
、
駅
利
用
の
町
民
や

ふ
た
ば
未
来
学
園
生
徒
の

利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

水がきれいな浅見川(上浅見川)

未来のかけ橋から見た広野駅(下浅見川)
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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

　

町
民
の
放
射
線
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
や
不
安
の

軽
減
に
関
す
る
調
査
、
対

策
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
移
住
定

住
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、

新
た
な
住
民
に
な
ろ
う
と

す
る
人
に
対
し
、
放
射
線

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す

か
。

　

箒
平
地
区
を
対
象
に
消

火
器
を
設
置
し
た
家
庭
に

助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

日
ま
で
の
交
付
件
数
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
の
家

庭
を
対
象
と
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

小
磯

　

施
政
方
針
は
向
こ
う
１

年
間
の
基
本
的
施
策
や
政

治
方
針
に
つ
い
て
方
向
性

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
町

民
生
活
に
直
結
す
る
も
の

で
す
。

　

そ
こ
で
以
下
伺
い
ま
す
。

①
町
勢
振
興
計
画
と
整
合

性
の
と
れ
た
基
本
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
重
点
政
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
教
育
全
般
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

④
令
和
３
年
度
財
政
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

渡
邉

渡
邉

町
長

　

本
年
３
月
に
「
広
野
町

放
射
線
健
康
対
策
委
員

会
」
か
ら
広
野
町
に
お
け

る
放
射
線
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
総
括
す
る
答
申
を
受
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
抱
く
放
射
線
に

関
す
る
放
射
線
健
康
対
策

委
員
会
に
お
い
て
、
各
種

調
査
結
果
の
分
析
、
評
価
、

情
報
発
信
を
行
い
、
放
射

線
に
関
す
る
各
種
不
安
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

町
長

　

平
成
８
年
８
月
19
日
の

補
助
金
交
付
要
綱
施
行
以

来
、
交
付
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
内
全
域
の
家
庭
を
対

象
と
し
た
補
助
対
象
範
囲

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

放
射
線

消
火
器

施
政
方
針

不
安
払
拭
の
取
り
組
み
を

町
長
／
継
続
し
て
取
り
組
む

全
域
に
設
置
助
成
を

町
長
／
範
囲
拡
大
前
向
き
に
検
討

今
後
の
財
政
計
画
は

町
長
／
不
交
付
団
体
の
状
況
継
続

町
長

①
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
身

近
な
犯
罪
防
止
、
不
安
解

消
に
よ
る
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」「
子
ど
も

た
ち
を
安
心
し
て
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
」「
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
ま
ち
」「
だ
れ
も
が
明

る
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
」「
互
い
に
支
え

あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」「
双
葉
郡
復
興

の
拠
点
と
な
る
環
境
と
共

生
し
た
利
便
性
の
高
い
ま

ち
」「
安
全
・
安
心
し
て

快
適
に
利
用
で
き
る
都
市

環
境
の
整
っ
た
ま
ち
」「
社

会
の
要
請
に
応
え
活
気
と

活
力
の
あ
る
ま
ち
」「
地

域
の
特
色
が
光
る
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
」「
顔
の

見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

減免措置等の今後は
町長／引き続き強く訴える

　医療保険、介護保険の保険
料、窓口負担の減免措置につ

いて、令和３年度も国の支援が継続する
ことになりました。
　今後は避難指示が解除された地域での
見直しが実施されることになると思われ
ますが、今後はどのようなものになると
思われますか。

　今後も国、県に対し、国民健
康被保険者や後期高齢者医療

被保険者の減免措置は、生活再建に必要不
可欠な施策であることを引き続き強く訴え
ていきます。

生活再建

渡邉

　

箒
平
地
区
は
、
高
齢
者

が
多
い
限
界
集
落
で
あ
り
、

荒
廃
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

箒
平
地
区
の
存
続
に
向

け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
か
。

渡
邉

町
長

　

令
和
３
年
２
月
19
日
に

箒
平
地
区
の
存
続
を
願
う

町
民
有
志
が
団
体
を
組
織

さ
れ
、
町
に
対
し
箒
平
地

区
の
里
山
文
化
の
保
存
継

箒
平
地
区

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
は

町
長
／
風
景
資
源
保
全
地
区
に

承
を
求
め
る
要
望
書
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
必
要
な
消
耗
品

や
燃
料
の
支
援
、
当
地
区

を
「
広
野
町
風
景
資
源
保

全
地
区
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
広
野
町
箒
平
地
区
風

景
資
源
保
全
活
動
委
員
会

を
組
織
し
、
町
民
参
加
型

の
保
全
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

県
に
対
し
、
箒
平
地
区

へ
の
重
要
な
連
絡
道
路
で

あ
る
県
道
上
戸
渡
広
野
線

の
局
部
改
良
事
業
の
早
期

完
成
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
い
き
い

き
と
し
た
ま
ち
」「
す
べ

て
の
町
民
が
輝
く
ま
ち
」

「
い
き
い
き
と
し
た
地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
各
種
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
文
化
交
流
複
合
施
設
整

備
事
業
、
広
野
町
風
景
資

源
保
全
事
業
、
広
野
町
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
、
学
校
給
食
無
償
化
事

業
、
移
住
定
住
促
進
対
策

事
業
、
広
野
町
高
齢
者
安

全
運
転
支
援
装
置
設
置
事

業
、
サ
ッ
カ
ー
国
際
人
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
、

町
民
号
運
行
事
業
、
広
野

駅
周
辺
整
備
事
業
、
第
５

次
広
野
町
町
勢
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
、
ふ
く
し

ま
森
林
再
生
事
業
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
、

東
町
仮
置
場
原
形
復
旧
事

業
、
土
砂
採
取
区
域
災
害

対
策
事
業
等
を
主
な
重
点

事
業
と
し
て
い
ま
す
。

③
新
学
習
指
導
要
領
お
よ

び
「
第
二
次
広
野
町
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
教

育
活
動
を
展
開
し
、
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校

と
の
連
携
を
見
据
え
な
が

ら
、
広
野
町
立
学
校
独
自

の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
教
科
担

任
制
の
導
入
、
人
権
教
育

開
発
事
業
の
継
続
、
一
人

１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
教
育
ソ
フ
ト

を
導
入
し
、
授
業
お
よ
び

家
庭
学
習
に
お
い
て
活
用

し
て
、
町
独
自
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
配
置
し
、
本
町

の
教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
外
国
語
指
導
助
手

を
活
用
し
た
英
語
教
育
に

加
え
、
中
学
校
に
お
い
て

異
文
化
交
流
、
国
際
理
解

や
国
際
協
調
の
学
び
を
目

的
と
し
た
東
日
本
国
際
大

学
と
の
交
流
事
業
（
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
）
を

新
た
に
開
始
し
、
小
中
学

校
児
童
生
徒
合
同
で
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異

文
化
交
流
宿
泊
体
験
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域

の
人
的
・
物
的
資
源
を
活

用
し
、
映
像
制
作
を
通
し

て
「
ふ
る
さ
と
広
野
町
」

の
良
さ
を
再
発
見
し
、
伝

統
と
文
化
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で
、
広
野
町
の
未
来

と
地
域
の
復
興
に
貢
献
で

き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ

と
創
造
学
」
に
取
り
組
み

ま
す

④
歳
入
面
で
は
、
自
主
財

源
で
あ
る
町
税
が
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
５

７
２
９
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
法
人
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

広
野
火
力
発
電
所
内
の
償

却
資
産
の
減
価
償
却
な
ど

に
よ
り
減
収
見
込
み
の
た

め
、
前
年
度
当
初
予
算
比

較
７
４
６
５
万
円
減
額
し

て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
普

通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
も
不
交
付
団

体
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
県
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
増
額
見
込
は
あ
る
も

の
の
、
震
災
復
興
特
別
交

付
税
は
、
事
業
規
模
の
縮

小
な
ど
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
歳
入
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
財

政
調
整
基
金
、
公
共
用
施

設
維
持
補
修
基
金
な
ど
各

種
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
、
財
源
の
確
保
を

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、

復
興
計
画
最
後
の
年
で
あ

る
こ
と
を
見
据
え
、復
興
・

創
生
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
最
優
先
と
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
・
優
先

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
億

２
９
４
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
主
な
増
額
の

理
由
と
し
て
は
、
投
資
的

な
経
費
で
あ
る
広
野
駅
周

辺
整
備
事
業
、
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
、
サ
ッ

カ
ー
国
際
人
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
支
援
事
業
な
ど
の
維

持
補
修
費
、
駅
東
側
整
備

事
業
や
東
町
産
業
団
地
整

備
事
業
に
よ
る
土
地
開
発

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
が
増
額
し
て
い
ま

す
。

景色の良い箒平地区

町長
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一

般

質

問

第１回臨時会

　駅構内のこ線橋にエレベーターを設置し、

駅利用者の利便性向上、バリアフリー化を行

います。

　工事はＪＲ東日本が行うため、協定を締結

して工事費を負担します。

●協定の目的　　常磐線広野駅バリアフリー

　　整備事業に伴う※ラチ内エレベーター工事

●協定の金額　　３億７４０９万円

●協定の相手　　東日本旅客鉄道株式会社

　※ラチ　改札口

エレベーター工事協定を締結

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 8201万円 60億4883万円

主な内容

　●老人福祉諸経費 

　　(土地及び事業設備を購入する費用)　　� ５７５８万円

　●新型コロナウイルス感染症対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　

　　(予防接種を医療機関に委託する費用等)� ２４４３万円

花ぶさ苑譲渡のための補正予算を可決

駅構内のこ線橋

 阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

　

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
と
は
経
産
省
と
一
体

の
環
境
省
に
よ
る
原
発
再

稼
働
の
た
め
の
ア
ド
バ
ル

ー
ン
で
あ
る
。
原
発
経
営

は
高
コ
ス
ト
が
国
民
周
知

に
な
っ
た
の
で
「
温
室
効

果
ガ
ス
に
よ
る
と
す
る
地

球
温
暖
化
」
を
再
び
前
面

に
出
し
た
。

　

原
発
事
故
か
ら
10
年
の

こ
の
節
目
に
原
発
被
害
の

町
を
原
発
推
進
の
道
具
に

し
て
い
る
。

　

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
は
環
境
省
か
経

産
省
に
頼
ま
れ
た
の
で
す

か
。 阿

部

町
長

　

原
発
災
害
に
よ
る
全
町

避
難
を
経
験
し
た
被
災
自

治
体
と
し
て
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
の
下
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
原
発
に
頼

ら
な
い
持
続
可
能
な
地
域

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
や
事
業
者
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
家
庭
や
職
場
、
経
済
活

動
等
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
努
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

原
発
推
進
の
道
具
に
す
る
な

町
長
／
持
続
可
能
な
地
域
目
指
す

　

福
島
県
は
人
口
動
態
統

計
で
10
万
人
あ
た
り
の

死
亡
数
と
そ
の
全
国
平
均

と
の
差
は
年
々
開
き
、
２

０
１
０
年
か
ら
今
年
５
％

を
超
え
る
。
自
然
減
を
除

い
て
も
浜
通
り
で
２
万
人

以
上
、
県
全
体
で
９
万
人

以
上
が
全
国
平
均
よ
り
も

死
亡
増
。
こ
れ
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
起

き
た
変
動
と
酷
似
。
広
野

町
で
は
２
０
０
人
は
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
十
分
に
予
想
さ
れ
た

こ
と
。

　

ま
た
、被
曝
訴
訟
の
矢
ヶ

崎
克
馬
先
生
の
モ
デ
ル
で

も
、
死
亡
数
の
予
想
近

似
直
線
に
対
し
て
２
０
１

１
年
以
降
は
死
亡
数
が
目

立
っ
て
上
回
り
、
そ
の
差

が
拡
大
の
一
途
。

　

免
疫
力
低
下
の
た
め
に

例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
肺
炎
に
な
る
と
生
還

し
な
い
と
い
う
亡
く
な
り

方
な
の
で
、
被
曝
に
関
係

す
る
と
は
気
付
か
な
い
。

①
加
害
認
識
は
あ
り
ま
す

か
。

②
福
島
県
で
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
最
初
に
急
増

し
た
急
性
心
筋
梗
塞
に
よ

る
死
亡
が
２
０
１
２
年
を

ピ
ー
ク
に
現
在
ま
で
に
半

減
し
て
い
る
。
な
ぜ
だ
と

思
い
ま
す
か
。

阿
部

町
長

①
国
・
県
の
も
と
、
町
は

被
災
市
町
村
と
連
携
を
図

り
、
町
民
の
被
曝
影
響
に

よ
る
健
康
管
理
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
加
害
認
識
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
震
災
後
の
不
自
由
な
仮

設
住
宅
等
で
の
避
難
生
活

や
運
動
不
足
等
の
影
響
に

よ
り
急
性
心
筋
梗
塞
の
死

亡
率
が
上
昇
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

県
人
口
動
態
の
調
査
に

お
い
て
広
野
町
は
、
急
性

心
筋
梗
塞
の
死
亡
率
が
２

０
１
２
年
の
81
・
４
％
か

ら
２
０
１
９
年
の
45
・
７

％
に
減
少
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
対
策
の
効
果
が

減
少
の
要
因
の
一
つ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

被
曝
死
の
現
実
直
視
せ
よ

町
長
／
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

放射線

　

町
長
の
来
年
度
の
施
政

方
針
に
避
難
者
の
こ
と
が

全
く
な
い
。「
人
に
や
さ

し
い
町
づ
く
り
条
例
」
で

町
長
は
避
難
者
も
差
別
し

な
い
対
象
に
な
る
と
昨
年

12
月
の
定
例
議
会
で
言
明
。

そ
れ
以
前
に
も
避
難
者
を

差
別
し
な
い
と
２
度
約

束
。
し
か
し
、
常
に
口
だ

け
。
避
難
者
を
町
に
戻
そ

う
と
経
済
的
支
援
を
拒
否

し
、
他
方
、
町
内
と
帰
町

者
に
は
こ
れ
で
も
か
と
税

金
と
補
助
金
の
手
厚
い
措

置
を
重
ね
て
き
た
。
町
長

は
以
前
転
入
者
を
増
や
す

た
め
に
幼
児
に
ま
で
10
万

円
を
支
給
。
他
方
、
納
税

者
で
あ
る
避
難
者
に
は
支

援
ど
こ
ろ
か
適
切
な
分
配

も
し
な
い
。
避
難
者
１
人

に
つ
き
２
０
１
１
年
か
ら

年
10
万
円
ま
た
は
月
１
万

円
を
支
給
す
る
べ
き
で
あ

る
。
原
資
が
不
足
な
ら
東

電
に
請
求
す
る
べ
き
。
町

長
は
一
体
誰
を
守
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

阿
部

町
長

　

「
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
避
難
住
民
に
係

る
事
務
処
理
の
特
例
及
び

住
所
移
転
者
に
係
る
措
置

に
関
す
る
法
律
」
並
び
に

「
福
島
復
興
再
生
特
別
措

置
法
」
に
よ
り
、
避
難
先

に
お
い
て
適
切
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
納
税
者
が
納

税
の
義
務
を
行
使
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
等
し
く
享
受
す
る
権

利
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

帰
還
さ
れ
て
い
る
町
民

と
避
難
さ
れ
て
い
る
町
民

を
分
け
た
対
応
は
し
て
お

ら
ず
、
生
活
再
建
支
援
と

し
て
新
た
に
現
金
給
付
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

現
金
給
付

避
難
者
へ
の
差
別
を
や
め
よ

町
長
／
現
金
給
付
は
考
え
て
い
な
い

　１月15日に第１回臨時会を開きま

した。

　「特別養護老人ホーム花ぶさ苑」

の譲渡を受けるための費用、新型コ

ロナワクチン接種にかかる費用が計

上された一般会計補正予算を全会一

致で可決しました。

第
２
回
臨
時
会

　

２
月
25
日
に
第
２
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑
」
の
土
地
や
備
品
等

の
取
得
お
よ
び
実
際
に
運
営
す
る
た
め
の
「
広
野
町
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
条
例
」
の
制
定
、
ま
た
、
広
野
駅
構
内
の
こ

線
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事
委
託
に
関

す
る
協
定
の
締
結
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
臨
時
会
で
可
決

し
た
予
算
に
よ
り
、
花
ぶ

さ
苑
の
建
物
、
土
地
お
よ

び
備
品
等
を
取
得
し
ま
し

た
。

●
取
得
金
額

　

１
２
７
７
万
円

※
議
案
外
の
財
産
取
得

　

土
地

：

４
４
８
１
万
円

　

建
物

：

無
償

●
契
約
の
相
手

　

社
会
福
祉
法
人
養
高
会

花
ぶ
さ
苑
の
財
産
を
取
得譲渡を受けた車両
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欠

状

況

審

議

結

果

議案等の審議結果会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和３年１月　第１回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤　

 
浩

北
郷　

幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

小
磯　

利
雄

門
馬　

 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田　

政
徳

議案第１号
令和２年度広野町一般会計補正予算
（第10号）

１/15 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年２月　第２回臨時会

議案第２号 財産の取得について ２/25 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号
広野町特別養護老人ホーム条例の制定
について

２/25 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号
令和２年度広野町一般会計補正予算
（第11号）

２/25 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５号
工事委託に関する協定の締結について
（常磐線広野駅バリアフリー整備事業に
伴うラチ内エレベーター工事）

２/25 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年３月　第１回定例会

議案第６号
広野町消防自動車整備事業基金条例の
制定について

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号
広野町原子力災害による被災者に対す
る令和３年度における国民健康保険税
等の減免に関する条例の制定について

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号
広野町印鑑登録及び証明に関する条例
の一部を改正する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号
会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号
広野町津波被災住宅再建支援基金条例
の一部を改正する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号
広野町東日本大震災復興交付金基金条
例の一部を改正する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第12号
広野町帰還環境整備交付金基金条例の
一部を改正する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第13号 広野町税条例の一部を改正する条例 ３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第14号
広野町税特別措置条例の一部を改正す
る条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第15号
広野町手数料徴収条例の一部を改正す
る条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第16号
広野町国民健康保険条例の一部を改正
する条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第17号
広野町介護保険条例の一部を改正する
条例

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第18号
指定管理者の指定について 

（広野町老人福祉センター）
３/16 10 ９ ９ ０

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第19号
指定管理者の指定について
（広桜荘）

３/16 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第20号 
～ 26号

令和２年度一般会計補正予算及び各６
特別会計補正予算特別会計補正予算

３/16 10 ８ ８ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 欠 〇 〇 〇 〇 〇

議案第27号 令和３年度広野町一般会計予算 ３/17 10 ９ ８ １
原案
可決

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第28号
～ 33号

令和３年度各６特別会計予算 ３/18 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第34号
指定管理者の指定について
（広野町特別養護老人ホーム花ぶさ苑）

３/18 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第35号
工事請負契約の変更契約について
（折返水路改修工事）

３/18 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第１号
広野町議会会議規則の一部を改正する
規則

３/18 10 ９ ９ ０
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年１月１日～３月31日
〇：出席　×：欠席　△：遅刻、早退　－：員外　弔：弔事　研：研修　公：公務　病：病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部　

憲
一

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

北
郷　

幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

小
磯　

利
雄

門
馬　
　

巧

渡
邉　

正
俊

黒
田　

政
徳

出席回数（回） 13 14 10 15 10 14 14 12 13 12

会議回数（回） 13 14 10 15 10 14 14 12 13 12

1 7 木 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

1 13 水 広報委員会 〇 - - - - - - - 〇 -

1 15 金 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1 15 金 令和３年第１回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 10 水 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

2 15 月 総務文教常任委員会 - - - 〇 〇 〇 - - 〇 〇

2 16 火 産業厚生常任委員会 〇 〇 〇 〇 - - 〇 〇 - -

2 25 木 令和３年第２回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 25 木 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 9 火 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

3 11 木 令和３年第１回定例会(１日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 15 月 令和３年第１回定例会(５日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 16 火 令和３年第１回定例会(６日目) 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

3 17 水 令和３年第１回定例会(７日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 18 木 令和３年第１回定例会(８日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 26 金 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

 

 次回の定例会は６月です

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名を

ご記入いただくだけで、議会を傍聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネット

でも配信しています。広野町ホームページま

たは、右のＱＲコードからアクセスできます

ので、ぜひご視聴ください。

広野町ホームページ

https://www.town.hirono.fukushima.jp/
議会映像ホームページ

http://hirono.k-quick.net/

議会の様子を見てみませんか？

　議会の議長や、各委員長から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村会が主催する

会議にも出席しています。
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４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

皆
さ
ん
の
日
々
の
課
題
や
状
況
は
？

震
災･

原
発
事
故
か
ら
10
年

震
災･

原
発
事
故
か
ら
10
年

編

　集

　後

　記

次
の
定
例
会
は
６
月
で
す

　

昭
和
15
年
４
月
１
日
に

広
野
町
と
し
て
町
制
を
施

行
し
て
か
ら
80
年
、
東
日

本
大
震
災
よ
り
10
年
、
そ

し
て
オ
リ
パ
ラ
の
聖
火
の

ス
タ
ー
ト
と
歴
史
上
の
節

目
と
な
る
日
々
が
過
ぎ
て

行
く
。

　

今
の
町
の
基
礎
を
築
い

て
く
れ
た
先
輩
の
偉
業
に

感
謝
を
い
た
し
、
震
災
よ

り
復
旧
復
興
を
目
指
し
、

新
し
い
町
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。

　

日
々
、
行
動
の
中
で
次

の
時
代
の
町
の
姿
を
想

い
、
自
覚
を
持
っ
て
今
日

を
生
き
よ
う
と
心
し
て
い

る
。

　

例
年
に
な
く
桜
の
花
の

咲
く
の
が
早
い
気
候
変
動

の
激
し
い
昨
今
で
あ
る

が
、
大
き
な
災
害
の
無
い

　

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

10
年
間
で
町
内
の
様
子
も
様
々
に
変
化
し
ま
し
た

が
、
町
民
の
方
に
日
々
の
課
題
や
状
況
を
伺
い
ま
し

た
。

鈴木 恵子さん
（福島市）

坂本 絵理菜さん
（折木）

　

姑
と
夫
を
看
取
り
、
二
人
の
い

な
い
自
宅
に
一
人
で
戻
れ
な
い
寂

し
さ
、
そ
し
て
夫
を
看
取
っ
た
借

り
上
げ
住
宅
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

思
い
で
10
年
が
た
っ
た
。

　

で
も
ま
だ
10
年
。

　

現
在
は
福
島
市
で
仕
事
の
看
板

を
立
ち
上
げ
、又
「
絵
お
と
芝
居
」

の
団
員
と
し
て
震
災
を
伝
え
る
訪

問
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

写
真
は
新
宿
公
演
の
も
の
で

す
。

　

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
広
野
町

の
皆
様
、
お
陰
様
で
私
は
元
気
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

３
・
11
か
ら
10
年
、
幾
度
も
厳

し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
、

地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
高
野
病

院
は
闘
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。　
　

　

訪
問
診
療
・
看
護
と
い
っ
た
地

域
医
療
に
も
力
を
入
れ
、
さ
ら
に

地
域
に
根
差
し
た
医
療
機
関
を
目

指
し
て
い
た
矢
先
、
今
般
の
コ
ロ

ナ
禍
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
高
野
前
院
長
の
意
志

を
継
ぎ
、
職
員
一
同
、
粛
々
と
こ

の
町
の
医
療
を
守
る
た
め
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

北
郷
幹
夫

広
報
委
員
会

委

員

長  

阿
部
憲
一

副
委
員
長　

渡
邉
正
俊

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

畑
中
大
子

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す

が
、
最
善
の
注
意
を
払
い

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

(

渡
邉　

正
俊)春を告げる桜
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